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Ⅰ 調査の概要
 

１ 調査目的
 

 江別市では、えべつ市民健康づくりプラン

健康を目指し、特に野菜を食べる環境づくりに取り組

 そこで、市民の食習慣の

に本調査を

 

２ 対象 
 

 20 歳以上の市民

 江別、野幌、大麻の各地域

 

３ 調査方法
 

 簡易型自記式食事歴法質問票

を用い、酪農学園大学

 

４ 調査時期
 

平成 30

 

 

５ 回答状況
 

 1,627

満、4,000kcal

ǿが利用可能な解析対象数は
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歳以上の市民

江別、野幌、大麻の各地域

調査方法 

簡易型自記式食事歴法質問票

い、酪農学園大学

調査時期 

30 年６月 29
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健康を目指し、特に野菜を食べる環境づくりに取り組

そこで、市民の食習慣の状況を明らかにし、健康づくりの取組を進める上での

実施しました。 

歳以上の市民 3,000 人 

江別、野幌、大麻の各地域別 

簡易型自記式食事歴法質問票（

い、酪農学園大学 農食環境学群

29 日 

 

～ 
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ǿが利用可能な解析対象数は 1,612
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市では、えべつ市民健康づくりプラン 21 を進める中で、生活習慣病予防のために、食からの

健康を目指し、特に野菜を食べる環境づくりに取り組もうとしています。

を明らかにし、健康づくりの取組を進める上での

、性・年代別に均等になるよう無作為抽出

brief-type self

食と健康学類 給食養管理研究室

27 日 

 

調査票

とりまとめ

54.2％でした。そ

と思われる回答

（男性 710 人、女性
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を進める中で、生活習慣病予防のために、食からの
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を明らかにし、健康づくりの取組を進める上での

、性・年代別に均等になるよう無作為抽出

type self- administered diet history questionnaire

給食養管理研究室

調査票配布・回収

とりまとめ 

でした。そのうち、総エネルギー摂取量

と思われる回答が 15 人で
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の状況をみると
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江別市民の１日あたりの推定野菜摂取量の平均は、262
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単身世帯と２人以上世帯とを比較すると、２人以上世帯の方が多く野菜を食べており、１人暮らし
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は「惣菜店やコンビニエンスストア・スーパーなどでお弁当や惣菜などを購入したり、

外食店のデリバリーなどを利用して、家庭外で商業的に調理・加工されたものを購入して食べる形態
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朝食の摂取状況、外食・中食の利⽤状況と野菜摂取量
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6
7
8
9

10
11

（n = 180

図

の摂取状況 

食事摂取基準で男性８ｇ未満、女性７ｇ未満とされる

おける目標値では男女ともに８ｇ）

３地域別では、男女ともに大麻が

別では、単身と比較して世帯員あり

20-29歳 30

11.1
9.8

8.5

図20

野幌

男性

11.5

図21 地域別の食塩摂取量（ｇ）

n = 180）

単身

10.1

図22 世帯状況別食塩摂取量（

食事摂取基準で男性８ｇ未満、女性７ｇ未満とされる

おける目標値では男女ともに８ｇ）は、男性

は、男女ともに大麻が

別では、単身と比較して世帯員あり

30-39歳 40-

11.7
10.6

9.1

20 性・年代別食塩摂取量（ｇ）

男性

大麻

11.7

地域別の食塩摂取量（ｇ）

（

世帯状況別食塩摂取量（

- 10 - 

食事摂取基準で男性８ｇ未満、女性７ｇ未満とされる

は、男性 11.6g、女性

は、男女ともに大麻が多い

別では、単身と比較して世帯員ありで多い傾向でした。

-49歳 50-59

10.6 11.3

8.9

性・年代別食塩摂取量（ｇ）

男性 ⼥性

江別 野幌

⼥性

9.8

地域別の食塩摂取量（ｇ）

（n = 1,428

世帯員あり

10.7

世帯状況別食塩摂取量（

食事摂取基準で男性８ｇ未満、女性７ｇ未満とされる１日あたりの

、女性 9.8g で

多い傾向でした

多い傾向でした。

59歳 60-69歳

11.3 11.3

9.4
10.5

性・年代別食塩摂取量（ｇ）

野幌 大麻

⼥性

9.6 10.1

地域別の食塩摂取量（ｇ）

n = 1,428）

10.7

世帯状況別食塩摂取量（ｇ）

１日あたりの食塩摂取量

で、男女ともに

たが大きな差はありませんでした

多い傾向でした。 

歳 70歳以上

12.7

10.5
11.6

性・年代別食塩摂取量（ｇ）

大麻

10.1

摂取量（「健康日本

男女ともに 70 歳以上が最も

が大きな差はありませんでした

 

 

11.6

（「健康日本 21」に

歳以上が最も多

が大きな差はありませんでした。

 

」に

多

。



 

11 外食・中食の利⽤状況と
 

 外食の利用状況

で摂取量が

 

 

8
9

10
11
12

8
9

10
11
12

外食・中食の利⽤状況と

外食の利用状況と

で摂取量が多くなっています

 

8
9

10
11
12

（n = 50

週4回以上

図23

8
9

10
11
12

（n = 93

週4回以上

図24

外食・中食の利⽤状況と食塩

と食塩摂取量を見ると

多くなっています。中食の利用状況

  

n = 50） （

回以上

11.8

23 外食の利⽤頻度と食塩

n = 93） （

回以上

10.2

4 中食の利⽤頻度と食塩

食塩摂取量 

摂取量を見ると、週１回以下、週２～３回の群と比較して、週４回以上

。中食の利用状況

（n = 164）

週2-3回

10.3

外食の利⽤頻度と食塩

食塩摂取量

（n = 223）

週2-3回

10.3

中食の利⽤頻度と食塩

食塩摂取量
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、週１回以下、週２～３回の群と比較して、週４回以上

。中食の利用状況においては、大きな差は認められませんでした。

） （n = 1,384

週1回以下

10.3

外食の利⽤頻度と食塩摂取量

食塩摂取量

） （n = 1,280

週1回以下

中食の利⽤頻度と食塩摂取量

食塩摂取量

、週１回以下、週２～３回の群と比較して、週４回以上

においては、大きな差は認められませんでした。

n = 1,384）

回以下

10.6

摂取量（g）

n = 1,280）

回以下

10.7

摂取量（g）

、週１回以下、週２～３回の群と比較して、週４回以上

においては、大きな差は認められませんでした。

 

 

、週１回以下、週２～３回の群と比較して、週４回以上

においては、大きな差は認められませんでした。

 

 

、週１回以下、週２～３回の群と比較して、週４回以上の群

においては、大きな差は認められませんでした。 

の群



 

Ⅲ 調査のまとめ
 

 国民健康・養調査（平成

平均値との大きな差は

い結果でした

は、週 2
 

【野菜不足】

 野菜摂取量の状況では、男女合わせた全体平均は

不足して

なる傾向が認められ

代よりも、

多く、特に女性でその傾向が顕著でした。
 

【塩分の摂り過ぎ】

 摂り過ぎが指摘されている

ｇ未満を全ての年代で上回る結果

るごとに摂取量も多くなっています。

差はわずかでした。
 

【朝食欠食など食事習慣の課題】

 食事習慣の状況では、

高くなっています。外食の利用頻度は、年代が

上になると低くなっています。また、単身者では、特に中食の利用頻度が高い傾向で

 朝食の摂取頻度で比較すると、欠食が少ない方が野菜の摂取量も

頻度の改善を図ることは、野菜摂取量の増加に

比較では、どちらも利用が少ない群で野菜摂取量が

るほど野菜

す。外食・中食の利用と野菜摂取量には関係性が認められたことから、外食・中食を通じた

食生活の改善につながる可能性があります。
 

【今後に向けて】

 以上のことから、

量を増やしていく

く食べる

ることから、

ることと併せ、

控える取組

す。 

 食事習慣の視点からは

食を欠食する頻度を改善さ

せ、また、

てアプローチしていく

は、野菜摂取量増加

活の改善に寄与する可能性

が見出せました。

調査のまとめ

国民健康・養調査（平成

平均値との大きな差は

い結果でした。朝食欠食

2 日以上食べていない人が多い結果でした

【野菜不足】 

野菜摂取量の状況では、男女合わせた全体平均は

不足しています。性・年代別

なる傾向が認められ

代よりも、40 歳代で摂取量が少なかった

特に女性でその傾向が顕著でした。

【塩分の摂り過ぎ】 

摂り過ぎが指摘されている

を全ての年代で上回る結果

ごとに摂取量も多くなっています。

差はわずかでした。

朝食欠食など食事習慣の課題】

食事習慣の状況では、

高くなっています。外食の利用頻度は、年代が

上になると低くなっています。また、単身者では、特に中食の利用頻度が高い傾向で

朝食の摂取頻度で比較すると、欠食が少ない方が野菜の摂取量も

頻度の改善を図ることは、野菜摂取量の増加に

比較では、どちらも利用が少ない群で野菜摂取量が

野菜摂取量は逆に多くなっており、食事の準備性が摂取量に影響して

外食・中食の利用と野菜摂取量には関係性が認められたことから、外食・中食を通じた

の改善につながる可能性があります。

【今後に向けて】 

以上のことから、

量を増やしていく取組

く食べる啓発などは効果的と考えられます。また、食塩の摂取

ることから、野菜を多く食べ

ることと併せ、同時に

取組も必要となりま

食事習慣の視点からは

食を欠食する頻度を改善さ

また、外食や中食を通じ

てアプローチしていく

は、野菜摂取量増加など

の改善に寄与する可能性

が見出せました。

調査のまとめ 

国民健康・養調査（平成 28

平均値との大きな差はありませんでした

。朝食欠食の傾向は

日以上食べていない人が多い結果でした

野菜摂取量の状況では、男女合わせた全体平均は

性・年代別に見ると

なる傾向が認められました。男性では、一般的に朝食の欠食などの食習慣の問題が現れやすい

歳代で摂取量が少なかった

特に女性でその傾向が顕著でした。

摂り過ぎが指摘されている食塩摂取

を全ての年代で上回る結果

ごとに摂取量も多くなっています。

差はわずかでした。 

朝食欠食など食事習慣の課題】 

食事習慣の状況では、朝食を欠食する割合は、おおむね年代が低いほど高く、また、単身者の方が

高くなっています。外食の利用頻度は、年代が

上になると低くなっています。また、単身者では、特に中食の利用頻度が高い傾向で

朝食の摂取頻度で比較すると、欠食が少ない方が野菜の摂取量も

頻度の改善を図ることは、野菜摂取量の増加に

比較では、どちらも利用が少ない群で野菜摂取量が

摂取量は逆に多くなっており、食事の準備性が摂取量に影響して

外食・中食の利用と野菜摂取量には関係性が認められたことから、外食・中食を通じた

の改善につながる可能性があります。

以上のことから、全国、北海道の状況と同様に、

取組が必要であり、まずは、不足している

は効果的と考えられます。また、食塩の摂取

野菜を多く食べ

同時に塩分を

も必要となりま

食事習慣の視点からは、朝

食を欠食する頻度を改善さ

外食や中食を通じ

てアプローチしていくこと

など食生

の改善に寄与する可能性

28 年）との比較では、やせ・適正・肥満の割合は、男女ともに国民の

ありませんでした。しかし、女性の肥満の割合は、国民平均と比較してやや低

の傾向は、同様な状況で、年代が低いほど欠食頻度が

日以上食べていない人が多い結果でした

野菜摂取量の状況では、男女合わせた全体平均は

に見ると、女性では、

男性では、一般的に朝食の欠食などの食習慣の問題が現れやすい

歳代で摂取量が少なかったことは特徴的です

特に女性でその傾向が顕著でした。 

食塩摂取量の状況では、

を全ての年代で上回る結果でした。男女ともに

ごとに摂取量も多くなっています。また、地域別では、大麻が他の地域より多い傾向にありますが、

 

朝食を欠食する割合は、おおむね年代が低いほど高く、また、単身者の方が

高くなっています。外食の利用頻度は、年代が

上になると低くなっています。また、単身者では、特に中食の利用頻度が高い傾向で

朝食の摂取頻度で比較すると、欠食が少ない方が野菜の摂取量も

頻度の改善を図ることは、野菜摂取量の増加に

比較では、どちらも利用が少ない群で野菜摂取量が

摂取量は逆に多くなっており、食事の準備性が摂取量に影響して

外食・中食の利用と野菜摂取量には関係性が認められたことから、外食・中食を通じた

の改善につながる可能性があります。

全国、北海道の状況と同様に、

が必要であり、まずは、不足している

は効果的と考えられます。また、食塩の摂取

「健康都市えべつ

を目指して
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年）との比較では、やせ・適正・肥満の割合は、男女ともに国民の

。しかし、女性の肥満の割合は、国民平均と比較してやや低

同様な状況で、年代が低いほど欠食頻度が

日以上食べていない人が多い結果でした。 

野菜摂取量の状況では、男女合わせた全体平均は 262

、女性では、20

男性では、一般的に朝食の欠食などの食習慣の問題が現れやすい

ことは特徴的です

 

量の状況では、日本人の食事摂取基準

。男女ともに 70

また、地域別では、大麻が他の地域より多い傾向にありますが、

朝食を欠食する割合は、おおむね年代が低いほど高く、また、単身者の方が

高くなっています。外食の利用頻度は、年代が上がるほど低くなり、中食利用頻度では、

上になると低くなっています。また、単身者では、特に中食の利用頻度が高い傾向で

朝食の摂取頻度で比較すると、欠食が少ない方が野菜の摂取量も

頻度の改善を図ることは、野菜摂取量の増加につながる

比較では、どちらも利用が少ない群で野菜摂取量が多く

摂取量は逆に多くなっており、食事の準備性が摂取量に影響して

外食・中食の利用と野菜摂取量には関係性が認められたことから、外食・中食を通じた

の改善につながる可能性があります。 

全国、北海道の状況と同様に、江別

が必要であり、まずは、不足している

は効果的と考えられます。また、食塩の摂取

朝食を
食べる

健康都市えべつ」

を目指して

年）との比較では、やせ・適正・肥満の割合は、男女ともに国民の

。しかし、女性の肥満の割合は、国民平均と比較してやや低

同様な状況で、年代が低いほど欠食頻度が

262ｇで、１日の目標量

20 歳代で最も少なく、

男性では、一般的に朝食の欠食などの食習慣の問題が現れやすい

ことは特徴的です。地域別に見ると、大麻

日本人の食事摂取基準

70 歳以上が最も

また、地域別では、大麻が他の地域より多い傾向にありますが、

朝食を欠食する割合は、おおむね年代が低いほど高く、また、単身者の方が

ほど低くなり、中食利用頻度では、

上になると低くなっています。また、単身者では、特に中食の利用頻度が高い傾向で

朝食の摂取頻度で比較すると、欠食が少ない方が野菜の摂取量も

つながる可能性があります。外食・中食の利用

多くなっています

摂取量は逆に多くなっており、食事の準備性が摂取量に影響して

外食・中食の利用と野菜摂取量には関係性が認められたことから、外食・中食を通じた

江別市でも不足している

が必要であり、まずは、不足している 90g

は効果的と考えられます。また、食塩の摂取状況で

食からの
生活習慣病

予防

野菜を
食べる

朝食を
食べる

」 

を目指して 

年）との比較では、やせ・適正・肥満の割合は、男女ともに国民の

。しかし、女性の肥満の割合は、国民平均と比較してやや低

同様な状況で、年代が低いほど欠食頻度が

ｇで、１日の目標量 350g

歳代で最も少なく、年代が上がるごとに多く

男性では、一般的に朝食の欠食などの食習慣の問題が現れやすい

地域別に見ると、大麻

日本人の食事摂取基準の

歳以上が最も多く、女性では、年代が

また、地域別では、大麻が他の地域より多い傾向にありますが、

朝食を欠食する割合は、おおむね年代が低いほど高く、また、単身者の方が

ほど低くなり、中食利用頻度では、

上になると低くなっています。また、単身者では、特に中食の利用頻度が高い傾向で

朝食の摂取頻度で比較すると、欠食が少ない方が野菜の摂取量もより多くなっており、

可能性があります。外食・中食の利用

なっています。特に中食では、頻度が

摂取量は逆に多くなっており、食事の準備性が摂取量に影響している可能性が考えられま

外食・中食の利用と野菜摂取量には関係性が認められたことから、外食・中食を通じた

市でも不足している実態

90g を補うために、野菜をもう一皿多

状況では、全ての世代で摂り過ぎてい

食からの
生活習慣病

予防

野菜を
食べる

塩分を
控える

年）との比較では、やせ・適正・肥満の割合は、男女ともに国民の

。しかし、女性の肥満の割合は、国民平均と比較してやや低

同様な状況で、年代が低いほど欠食頻度が高く、特に

350g には、およそ

年代が上がるごとに多く

男性では、一般的に朝食の欠食などの食習慣の問題が現れやすい

地域別に見ると、大麻で野菜摂取量が

の男性８ｇ未満、女性７

、女性では、年代が

また、地域別では、大麻が他の地域より多い傾向にありますが、

朝食を欠食する割合は、おおむね年代が低いほど高く、また、単身者の方が

ほど低くなり、中食利用頻度では、

上になると低くなっています。また、単身者では、特に中食の利用頻度が高い傾向でした

多くなっており、

可能性があります。外食・中食の利用

特に中食では、頻度が

いる可能性が考えられま

外食・中食の利用と野菜摂取量には関係性が認められたことから、外食・中食を通じた

実態が判明した野菜摂取

を補うために、野菜をもう一皿多

は、全ての世代で摂り過ぎてい

塩分を
控える

年）との比較では、やせ・適正・肥満の割合は、男女ともに国民の

。しかし、女性の肥満の割合は、国民平均と比較してやや低

、特に 20 歳代で

およそ 90g

年代が上がるごとに多く

男性では、一般的に朝食の欠食などの食習慣の問題が現れやすい 20 歳

野菜摂取量が

男性８ｇ未満、女性７

、女性では、年代が上が

また、地域別では、大麻が他の地域より多い傾向にありますが、

朝食を欠食する割合は、おおむね年代が低いほど高く、また、単身者の方が

ほど低くなり、中食利用頻度では、60 歳代以

した。 

多くなっており、朝食の摂取

可能性があります。外食・中食の利用頻度の
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この調査はサマージャンボ宝くじの 

収益を活用して実施しています。 


